
 
☆みせ麻里市議のかけある記☆  

 

6月 4日 14時開始〈千葉県第 5区 

市民連合 2022年賛同者集会〉が中央 

公民館にて開催され出席しました。 

市民連合は、『憲法を活かし、平 

和・いのち・くらしを守る政治を－わたしたちは、憲法

を守る政党・候補者を応援・支援します－』をスローガ

ンに、5 区で 2017 年 4 月に発足し、毎月 5 日に市川か

浦安の駅前にてアピール活動も取り組んでいます。 

参院選に出馬を表明した日本共産党さいとう和子さ

んは、6 月 4 日 14 時から柏駅、16 時から市川駅にて田

村智子議員との演説会のため集会には参加できず、メッ

セージを配布いただきました。 

日本共産党を代表してみせより「憲法改悪させない野

党議員が千葉選挙区から 2名必要(写真)、さいとう和子

さんへの応援」を訴えました。 
 

   

「
力
対
力
」
は
戦
争
へ
の
道 

 

「
９
条
で
は
日
本
を
守
れ
な
い
」
と
し
て
、
自
民
党
は
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」「
相
手
国
の
指
揮
系
統
機
能
等
」
ま
で
攻
撃
す
る
能
力
を
持
つ

べ
き
だ
と
声
高
に
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

５
月
２
３
日
の
日
米
首
脳
会
談
は
「
力
に
対
し
て
力
で
対
抗
す
る
」

こ
と
を
世
界
に
宣
言
す
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
力
対
力
」

の
先
に
平
和
は
決
し
て
訪
れ
ま
せ
ん
。
世
界
と
地
域
を
分
断
し
、
新
た

な
軍
事
的
緊
張
を
作
り
出
し
、「
軍
事
対
軍
事
」
の
危
険
な
悪
循
環
を
作

り
出
し
ま
す
。
そ
れ
は
戦
争
に
続
く
道
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

憲
法
９
条
を
生
か
し
、
対
抗
で
な
く
対
話
と
協
力
の
地
域
の
拡
大
を 

 

今
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
は
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト

（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
を
強
化
し
、
こ
の
地
域
を
「
対
話
と
協
力
の
地
域
」
に
し

て
、
将
来
は
中
国
や
ア
メ
リ
カ
等
も
含
む
東
ア
ジ
ア
規
模
の
友
好
協
力

条
約
を
展
望
し
よ
う
と
い
う
壮
大
な
構
想―

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド
太
平

洋
構
想
（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
を
戦
争 

の
心
配
の
な
い
平
和
な
地
域
に
し
て 

い
く
た
め
の
平
和
外
交
こ
そ
が
強
く 

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
平
和
の 

地
域
を
作
り
出
し
て
い
く
外
交
に
、 

最
も
力
を
発
揮
す
る
の
が
９
条
で
す
。 

 

５
月
下
旬
に
来
日
し
た
シ
ン
ガ
ポ 

ー
ル
の
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
は 

「
ア
ジ
ア
で
は…

そ
も
そ
も
の
紛
争 

の
危
険
性
を
減
ら
す
た
め
に
、
ト
ラ 

ブ
ル
が
起
き
る
前
に
、
事
前
に
ど
う 

共
に
仕
事
を
す
る
か
【
協
働
す
る
か
】 

を
考
え
る
べ
き
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

日
本
総
合
研
究
所
の
寺
島
実
郎
会 

長
も
「
二
極
で
な
く
多
国
間
の
安
全 

保
障
の
仕
組
み
に
踏
み
出
す
べ
き
。 

二
つ
の
選
択
肢
の
中
で
日
本
が
賢
く 

な
け
れ
ば
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

  

花を咲かせるのは数十年に
一度という「アオノリュウゼツラ
ン」が弁天のふれあいの森公

園にあるのをごぞんじでしょう
か。 

メキシコやアメリカ南西部原
産の多肉植物で、いまは肉厚
で鋭い棘のある大きな葉を見

ることができます。今年の夏、花
が咲くといいですね。 

上の写真は、あけぼの歩道
橋（東水門にある、市役所

側と東野地区を結ぶ歩道
橋）です。季節ごとに様々な
花が咲き乱れて目を楽しま

せてくれます。  
境川の水面が木々の間から
見え、心なごむ風景です。 

下のガーデンはどこかわか

りますか？ 
おさんぽバスが市役所に入
っていく脇の舗道に沿ってミ

ニガーデン（Open garden
ガーデントーククラブ）が作
られています。ちょっとメルヘ

ンな感じがほっこりします。 

   

亀戸着 9:41 着 

歩く 4 時間程度 

亀戸駅→亀戸天神→錦糸町→スカイツリー 

→浅草 

帰 路：浅草駅―神田―東京―舞浜（370 円） 

 

 

 

※お問い合わせは 

ホリデーパスの会（真鍋） 

３５２－７７３５までどうぞ 

 

【編 集 後 記】 

「平和を守る」ということが 
こんなにむずかしいものであろうか 

 平和の反対は「戦争？」戦争の道を選ばないこと
が「平和」である。平和の道？それは自然にあるも
のではない。ウクライナとロシアの戦いをみている
と、それは自然にあるものではない。私たちひとり
ひとりがつくり、選ぶことなのであろうか。 
 瀬戸内寂聴さん曰く「いい戦争はない。戦争は絶
対やってはいけない」 
 戦争体験者からは「今の政治家には戦争体験者が
いない。岸田首相も安倍元首相も戦争の恐ろしさを
知らない。今のウクライナの状況を見ればわかるだ
ろう‼あれが現実なのだ」、一方若者からは「日本に
中国・ロシア等が襲ってきたらどう守るの？軍隊や
兵器を持たないではダメでしょうが‼」との声が。 
 かつて日本もウクライナとロシアのようなむごた
らしい「戦争の惨禍」をひきおこしてきた。中国や
東南アジアを侵略し、破壊と殺戮を繰り返し、沖縄
戦・広島・長崎の原爆等々、２千数百万人が犠牲に
なった。戦後「二度と戦争の惨禍を繰り返さない」「戦
争をしない国」と重く深い反省のもとに、75年間、
今に至るまで守り続けてきた。「戦争する」より「戦
争しないこと」「歴史を繰り返さない」……今こそ、
このことが平和を守り続けるために、大切で重要な
ことだと思う。       （東野在住：Ⅿ・Ｈ） 
  

    ～俳句コーナー～ 
 
☆華やかで  

心 和らぐ 牡丹かな 
☆隙間なき 
   隙間に消えし 油虫 
☆寝ころべば 
   風の道あり 夏座敷 

 
（富士見在住：J.S） 

 
 


